
平成 29年度 長野県森林づくり県民税活用事業 進捗状況 

【Ｈ29年度実績見込み】 

 

平成 29年度森林づくり県民税活用事業一覧 1～2 

１ 求められる機能に応じた里山等の森林づくりの推進  

  １－①みんなで支える里山整備事業 3 

  １－②地域で進める里山集約化事業 4 

  １－③森林づくり推進支援金 5～6 

 １－④水源林公有林化支援事業（森林づくり推進支援金） 7 

２ 間伐材の利活用等による継続的な森林づくりの推進  

  ２－①みんなで支える里山整備事業（搬出支援） （P3に記載） 

  ２－②信州の木活用モデル地域支援事業 8～9 

 ２－②－２ 松くい虫被害木の木質バイオマス燃料等への活用モデル事業  10 

  ２－③信州フォレストコンダクター活動支援事業 11 

３ 里山と人との絆づくりを進める取組の促進  

  ３－①－１広報・普及啓発費 12 

 ３－①－２県民会議・地域会議開催費 13 

 ３－②森林（もり）の里親促進事業 14～15 

 ３－③地球温暖化防止吸収源対策推進事業 16 

 ３－④地球温暖化防止木材利用普及啓発事業 17 

  ３－⑤木育推進事業 18 

  ３－⑥里山活用推進リーダー育成事業 19 

   
 

   
 

   
 

 

資料 １－１ 



１　活用額及び税収額等

H24年度末基金残高 53,038 千円

単位：千円

H25 H26 H27 H28 H29 計

632,374 635,679 439,965 546,497 661,146 2,915,661

667,566 666,602 663,320 693,199 686,836 3,377,523

88,230 119,153 342,508 489,211 514,901 -

※Ｈ29年度は２月補正後の額（税収の増（13,484千円）、不適正交付に係る積立（6,934千円）等）

２　主な実績（見込み）

（１）間伐 単位：ha

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 計 Ｈ30に繰越

3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 15,000

前年度繰越分 506 139 881 1,526 1,100

当年度予算分 3,282 2,113 1,347 1,180 900 8,822

計 3,282 2,113 1,853 1,319 1,781 10,348

第２期の成果：B1/A1 69%

第２期の財源（Ｈ30への繰越を含む）の成果：（B1+C1）/A1 76%

（２）間伐材搬出 単位：m3

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 計 Ｈ30に繰越

2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 20,000

前年度繰越分 201 209 410 2,100

当年度予算分 1,225 2,152 2,241 1,470 9,404 16,492

計 1,225 2,152 2,442 1,470 9,613 16,902

第２期の成果：B2/A2 85%

第２期の財源（Ｈ30への繰越を含む）の成果：（B2+C2）/A2 95%

【参考】Ｈ29の実績が伸びた理由

　「県内で加工又は消費されるもの」としていた条件を廃止したことによる影響と考えられる。

第２期森林づくり県民税（Ｈ25～29）について

実
績

計画

実
績

計画

区分

活用額

税収等

基金残

(B1)

(A1)

(B2)

(A2)

(C1)

(C2)



１　事業の概要
（１）目　的

(2) 内容及び予算額

注１　［　］内は予算額のうち税活用額(これ以降他事業でも同様に記載)

2　地域振興局別実施見込み（３月末）

注） 主な繰越理由

　    　・間伐の最盛期である10月が記録的多雨であり作業が遅れたため。
　    　・協定締結に時間を要し完了が遅れたため。

1-①,2-①　みんなで支える里山整備事業（間伐支援及び搬出支援）

　これまで整備が進めにくかった集落周辺のの機能回復を重点的に進めるため、長野県森林づくり県民税によ
る財源を活用し、地域をあげて間伐を面的に推進するとともに、間伐材の利活用を進めるため間伐材の搬出す
る仕組みを支援する。

佐久 13

搬出材積
（m3）

繰越
予算分

うち繰越
予算分

区分

事業内容 事業主体 計画 補助率 予算額（千円）

　集落周辺の森林及び水源を保全す
るための森林等で、市町村が必要と認
める森林において行う間伐、伐採した
間伐材を山土場まで搬出集積する作
業

市町村、森林組
合、ＮＰＯ法人、
森林所有者の団
体　等

間伐支援　3,140ha
（うち繰越　840ha）

搬出支援　4,800m3
(うち繰越　200m3)

9/10以内
（間伐支援）

定額3,500円/m3
（搬出支援）

当初　　939,511
補正後　878,051

614,906
(うち繰越 134,406)

0 3,147

諏訪 81

0 7,058上田 0

0 12,758

南信州 2,819

124 18,573上伊那 144

56

松本 48 47 26

29木曽 187 107 537

0

長野 415 271 5,993

0北ｱﾙﾌﾟｽ 15 0 0

0

小計 1,782 881 9,613

0北信 10 0 0

209 134,406

合計 2,892 881 11,713

-H30へ繰越 1,110 - 2,100

209

繰越
予算分

11

62

75

75

233

556,543

321,508

878,051

補助金額
（千円）

213,062

614,906

4,512

21,764

30,468

52,553

222,484

54,476

14,034

4,035

134,406

うち
森林税

4,512

11,179

17,979

48,503

176,422 30,291

22,588

6,845

0

33,147

0

45,489

7,069

4,035

83,698

2,958

401,844

間伐面積
（ha）

16

77

102

193

719

149,259

2,958

-

※１

【南木曽町 搬出・集積状況】【長野市 間伐後】



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

内示 (内示)

　

３　地域振興局別実施状況

　里山整備計画の樹立と森林所有
者から森林整備の同意を得る活動
に対して助成

　自治会（区、集落等）
　森林整備委員会、
　森林組合　等

450ｈａ
15,000

～30,000円
　　円／ｈａ

７，２００千円

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
内示済面積 3月末進捗率

1-②　地域で進める里山集約化事業

事 業 内 容 事 業 主 体 計 画 面 積 交付金額 予 算 額

440.7ha　 98%

区 分

要 望 内 示 計 画 承 認 済

備 考
市町村数 団 地 数

集 約 化
面 積

面 積 交 付 金 額 面 積 交 付 金 額

(ha) (ha) (千円) (ha) (千円)

上　　田 1 1 10.0 10.0 150.0 10.0

佐　　久

150.0

諏　　訪 5 11 165.0 115.9 1,738.5 116.5 1,747.5

上 伊 那 3 5 98.2 113.0 1,695.0 113.0 1,695.0

116.0 1,740.0

木　　曽 3 3 30.0 20.0 300.0 20.0

南 信 州 6 11 116.0 116.0 1,740.0

300.0

松　　本

北ｱﾙﾌﾟｽ 1 1 32.0 25.2 378.0 25.2 378.0

40.0 600.0

北　　信

長　　野 5 10 85.0 40.0 600.0

計 24 42 536.2 440.1 6,601.5 440.7 6,610.5

小規模個人有林が多く、荒廃が進んでいる里山の森林整備を進めるため、区や集落などの地域が主

体となり、里山整備計画の樹立や森林所有者の同意を得る活動を支援する。

交付申請

集約化活動

＊１ha当たりの施業同意人数

5人未満：15,000円/ha

5人以上10人未満：24,000円/ha

１０人以上：30,000円/ ha

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

配分

３　地域振興局別実施状況

1,482

9,391

1,521

82,030 17,666

1,034

47千円
入札差金

129,124

7,7164,321

3,511

6,116

521 5,514

2,200
17千円
入札差金20,34214,368

1,100

17,943

29,428

5,278

2,436

2,657

3,774

計 65,000

長　野

松　本

64,188

2,361

5,278

17,943

20,359

5,5611,424

10,515 7,428

4,137北　信

9,131

1,670北ｱﾙﾌﾟｽ 3,608

3,9743,742

11,228

木　曽

129,188

上　田 4,391

5,281

6,861

9,198

諏　訪

19,78313,381

上伊那 6,379

南信州

3,839 8848,236

13,589

13,240244

13,5890

9,1200

3,294

7,716

19,783

13,240

3,108

2,284

予　算　配　分　額　　　（千円）

7,953

9,120

11,305

3,3809,616

9,9209,863

5,511 16,599

　　※予算額の一部（812千円）は、「水源林公有林化支援事業」に活用

100%

①市町村独自の森
林整備嵩上げ補

助、②森林病害虫
対策、③景観形成
に資する森林整

備、④水源林取得
経費支援等

①公共施設、学校
等への木製品、木

製遊具等の導
入、、②木質ﾊﾞｲｵﾏ

ｽの利活用の取
組、③搬出間伐を
推進する取組等

重点配分
区　分

計

8,646

129,124千円
【129,188千円】

備考

木を活かし
た力強い
産業づくり

項 目 別 事 業 交 付 決 定 状 況 （千円）

①広域的な効果が
見込める環境教

育、②森林づくり活
動等への支援、③
野生鳥獣被害対策

等

計

森林を支え
る豊かな
地域づくり

佐　久 10,36916,599 719

　　 10／10以内
（ハード事業は
　　　 ２／３以内）

みんなの
暮らしを守る
森林づくり

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

130,000千円

交付決定額
【予算配分額】

３月末進捗率

基本配分

　地域の実情、固有の課題や住民からのニーズに対応した
森林づくり関連施策で、「長野県森林づくり指針」に掲げる施
策の趣旨に即した次の３つの柱の事業
　(1)「みんなの暮らしを守る森林づくり」に関する事業
　(2)「木を活かした力強い産業づくり」に関する事業
  (3)「森林を支える豊かな地域づくり」に関する事業

1-③　森林づくり推進支援金

事 業 内 容 事業主体 交付率 予 算 額

市 町 村

地域における住民の意向や実情等、地域固有の森林づくり等の課題に精通している市町村との連携に

より、きめ細かな森林づくり活動の取組を支援するため、市町村が独自性と創意工夫により事業展開する

ための経費に対して支援する。

選定

事業実施事前着手

H29年度実績見込み



森林づくり推進支援金　実績見込み（H25～29）

＜事業項目別内訳＞ 単位：千円

市町村数 事業費 市町村数 事業費 市町村数 事業費 市町村数 事業費 市町村数 事業費 市町村数 事業費

１　みんなの暮らしを守る森林づくりに資する取組 59 85,485 60 87,900 56 81,677 51 81,196 60 82,842 419,100 

①　独自の嵩上補助の新設・拡充 23 25,850 17 22,554 14 13,628 12 16,654 11 14,680 93,366 

②　松くい虫被害防除等病虫害防除の取組 26 43,527 27 46,596 25 42,750 26 43,207 26 44,946 221,026 

③　景観形成に資する森林整備の取組 19 15,721 20 17,331 24 25,299 21 20,757 22 22,404 101,512 

④　水源林の取得に要する経費の支援 1 387 1 1,419 0 0 1 578 1 812 3,196 

２　木を活かした力強い産業づくりに資する取組 19 15,746 25 21,650 26 19,290 26 19,397 24 17,347 93,430 

①　展示効果の高い公共的施設等における木質化等 0 0 11 8,056 10 9,149 10 8,887 5 4,789 30,881 

②　公園等における木製遊具ﾍﾞﾝﾁ・ﾃｰﾌﾞﾙ等の導入 11 6,466 8 5,429 7 3,890 9 3,233 10 4,445 23,463 

③　学校教育の教材等として県産間伐材の材料提供 0 0 0 0 4 2,210 3 1,643 3 1,405 5,258 

④　搬出間伐を推進する取組 4 4,276 6 6,500 5 3,090 2 1,104 3 1,902 16,872 

⑤　その他県産間伐材や木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用を進める取組 7 5,004 3 1,665 1 951 4 4,530 3 4,806 16,956 

３　森林を支える豊かな地域づくりに資する取組 30 28,769 24 18,879 28 27,799 27 29,406 29,747 134,600 

①　地域森林委員会等の組織化や活動の支援 0 0 1 936 3 1,483 1 206 1 244 2,869 

②　森林環境学習の場の整備や森林環境教育の取組 5 715 2 168 3 436 3 2,199 2 2,194 5,712 

③　NPOや地域住民等との協働による森林づくり活動 4 2,596 7 4,264 9 6,867 5 2,566 5 2,845 19,138 

④　地域住民等が森林に触れる機会や森林ｾﾗﾋﾟｰの取組等 4 2,708 1 299 2 1,079 4 2,782 4 2,513 9,381 

⑤　野生鳥獣の被害防止にかかる緩衝帯整備等の取組 21 22,750 16 13,212 15 17,934 16 21,653 19 21,951 97,500 

77 130,000 77 128,429 77 128,766 77 129,999 77 129,936 647,130 

計

計

事業項目及び主な内容
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

嵩上げ補助
14%

松くい虫対策等
34%

緩衝帯整備等
15%

景観整備
16%

間伐材の利活用等
15%

その他森林づくり活動
6%

0

50,000

100,000

150,000

H25 H26 H27 H28 H29

嵩上げ補助 松くい虫対策等 緩衝帯整備等

H25～H29



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　地方事務所別実施状況

計 １町 0.5 2,438 812 ( 0.5 ) ( 2,438 ) ( 812 )

北　信

長　野

北ｱﾙﾌﾟｽ

松　本

木　曽

南信州

上伊那

諏　訪

上　田

佐　久 小海町 0.5 2,438 812 ( 0.5 ) ( 2,438 ) ( 812 )

区　分 市町村名

要　　　　　　望 実施状況

面積
（ha）

事業費
（千円）

補助金額
（千円）

面積
（ha）

事業費
（千円）

補助金額
（千円）

事
業
実
施

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ３月末
進捗率

100%

実
施
通
知

1-④　水源林公有林化支援事業
（森林づくり推進支援金）

事 業 内 容 事業主体 交 付 率 予算額

　市町村が水源林を公有林化するために取得する森林の土地
代及び立木代等に対して補助する。

市 町 村 １／３以内 １，５００千円

市町村が森林内の水源地及び水源林の公的管理を図る上で、やむを得ず土地等（土地及び立木又

は立木のみ）の取得が必要となった場合に支援し、水源林の保全を図る。

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　事業採択状況 

街並みモデル

計 12,500

NPO法人森のめぐみ 信濃町
間伐材利用の可動式ハウス・テラスを「道の駅　しなの」に設置して
季節野菜販売等に活用し、他の商業施設や一般家庭への県産材
丸太の普及に繋げる。

2,500

NPO法人散走が楽し
い地域を拓く会

長野市
飯山仏壇の伝統技法を活用した木製の自転車スタンドを開発し、飯
山市街地に設置するほか、カフェ屋台を開発し、自転車での回遊促
進と県産材の利用促進を図る。

2,500

販売促進モデル

販売促進モデル
木育全国生産者協議
会

塩尻市
首都圏のヨガ教室と連携し、若い女性層のニーズを踏まえたフロー
リングキット等を開発するほか、ヨガツアーを開催し、利用層を広げ
る。

安曇野市里山再生計
画　安曇野材利用促
進プロジェクト

安曇野市
市内生産の地域材「安曇野材」の利用促進と差別化のため、安曇
野材利用の住宅カタログを作成・頒布するとともに、ミニチュアハウ
スを作成し、イベント等に展示する。

2,500 販売促進モデル

一般社団法人塩尻市
森林公社

塩尻市
市役所市民ホール（１階住民票手続き等窓口）に、母親等のニーズ
を取り入れたキッズサークル（多目的記載台）を設置し、木育の推
進、子育て支援を行う。

2,500 街並みモデル

2,500

事業主体 市町村 事業概要 補助金額 モデルタイプ

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ３月末

進捗率
（見込）

対象事業の公募

100%対象事業の審査・決定

事業の実施

 「住民自主参加型」
地域分散型木質バイオ
マス等利用促進モデル

・需要者と供給者が一体となった組
織の活動
・薪ステーション等の設置
・薪割機等の導入
・薪材の売買に係る地域通貨活用
システムの構築 等 市町村、公共

的団体、林業
関係団体、ＮＰ
Ｏ法人等

10/10
以内

12,500
「都市部活用型」
・木の香り漂う街並みづ
くりモデル
・県産材・道の駅等販
売促進モデル

・川上から川下までが一体となった
組織の運営
・木製ベンチや格子等の設置
・案内板や道路標識等の木質化
・ＤＩＹキットや木育用・生活用品等木
工品の製作、販売施設の木質化 等

2-②　信州の木活用モデル地域支援事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 補助率 予 算 額 （ 千 円 ）

地域が主体となり、里山の森林資源を木質バイオマス利用や商店街等の木質化、道の駅等での

販売などに活用する先進的なモデル地区を支援することにより、身近な森林資源を地域の活性化

やエネルギーの自立につなげ、森林資源の持続的活用を図る。

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　地域振興局別事業採択状況 

件数 件数

1 1

1 1

2 2計 5,496 5,000

松　本 2,896 2,500松本広域森林組合

上　田 2,600 2,500上田市

区　分
応募状況 実施状況 備　考

　事業費（千円） 　補助金額（千円）
事業主体

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ３月末

進捗率

対象事業の公募

100%対象事業の審査・決定

事業の実施

松くい虫被害木の木質
バイオマス燃料等への
活用モデル

・松くい虫被害木の伐採・搬出
・運搬
・チップ化
作業工程、効率等や課題の検討

市町村、一部事
務組合、財産区、
林業者等（森林
所有者、森林組
合）が組織する団
体、NPO法人

10/10
以内

5,000

2-②-2　信州の木活用モデル地域支援事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 補助率 予 算 額 （ 千 円 ）

松くい虫被害木の木質バイオマス燃料等への活用モデル事業

放置されている松くい虫被害木を地域が主体となり、木質バイオマス発電の燃料等に資源化し

て利活用することで森林を再生するとともに、地域資源の有効活用を結び付けるために行うモデ

ル事業で、松くい虫対策としての効果、可能性の実証、課題の抽出を行う取り組みを支援する。

H29年度実績見込み

被害材の搬出状況

上田市

被害材のチップ化状況

松本広域森林組合

被害材等の伐採・搬出の作業効率やチップ材の品質等の検証



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　実績状況

多様化する木材需要への対応のための先進地視察、検討
主伐再造林地の施業推進のための現地視察

マツクイ虫被害材利用対策を視野に入れた地域材供給体制構築のための先
進地視察、検討会（合同事業）

松 本 4

北アルプス 2

長 野 4

2-③　信州フォレストコンダクター活動支援事業

事業主体
予算額
(千円)

960

214

　　（旧　信州フォレストコンダクター育成事業）

「信州フォレストコンダクター」（以下、「ＳＦＣ」という。）が、各地域の林業・木材産業を経営感覚
を持ちながら総合的な視野で指揮し、関係者と連携して円滑に活動を展開していくために、県
が密接に連携しながら行う活動基盤づくりの取組を支援する。

ＳＦＣ
地域活動支援

ＳＦＣ
連携会議開催

事業区分 事業内容

ＳＦＣと県の林業普及指導員等が連携して行う、ＳＦＣの活動
基盤づくりの取組を支援する。
(例)▸地域の林業・木材関係者に対する研修会等の実施
　　 ▸SFCの活動地域が参考にすべき先進地の視察　等

県下の全ＳＦＣと県担当者が一堂に会し、各地域における活
動状況の報告や、ＳＦＣの連携等について情報共有や意見
交換を行う連携会議を開催する。

地域の木材生産性向上のため、先進地より講師を招いた研修会実施
ICT技術を活用した作業日報等の管理方法の検討会

上 伊 那 3
地域材活用のための効率的な作業システムによる労働生産性向上講習会
の実施

地域内FM認証（森林管理）の構築を視野に先進地事例と活用についての検討
地域材のブランド力強化等地域活性化を図るフォーラムの実施（合同事業）

佐 久 4

上 田 2

諏 訪 2

ＳＦＣ
情報発信

ＳＦＣの優良な活動事例を県内の林業関係者等に情報発信
するためのセミナー等を開催する。

60

県

地 域 振 興
局

SFC 人 数 具体的な事業実施内容

1,234計

南 信 州 2 林業の普及啓発のため、搬出を行っている現場での地域住民向け説明会

木 曽 4
地域未利用材の有効利用検討のための先進地視察
バイオマス利用や地域材利用検討会の実施

北 信 3
地域材であるスギ利用のための天然更新先進地視察、検討
地域材利用のためのシステム販売研修と研修発表

計 30

H29年度実績見込み

上伊那地域の取組状況
(12/15)

松本地域の取組状況
(11/10)

連携会議の状況
(2/13)

SFC情報発信

木と緑のフォーラムin信州うえだ
(2/6)



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３－①－１　広報・普及啓発費

事 業 内 容 事業主体 予 算 額

　・森林づくりレポートや各種広報活用による普及啓発

県 4,854千円　
　・ラジオ番組等による普及啓発

　・普及啓発イベント及びシンポジウムの開催

　・森林税の見える化！の実施

100％

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

100％

リーフレットを作成し、県植樹祭や「信州 山の日フェスタ」等
で配布し、森林税のＰＲを行いました。 10月１日（日）協同組合フェスティバル

（安曇野市）

計 100％

ラジオ番組

事業区分

森林税の見える化！ 100％

３月末進捗率

森林づくりレポート等
普及啓発

　森林税の仕組みや使途等を県民
の皆様に普及啓発する地域ごとの
取組

100％

シンポジウム等 100％

リーフレット 100％

ホームページの更新

県民等に対し、長野県森林づくり県民税の仕組みや事業内容について周知すると

ともに、森林づくりに対する意識の醸成を図ることで、森林づくりへの参加・協力

を促す。

【森林づくりレポート】【リーフレット】 森林税の見える化！

ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成

各種イベントでのパネル等展示に

よる普及啓発

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

● ● ●● ● ● ●

３　設置及び開催状況

（人）

3 2 1 1 1 2 2 1 13 7 7 0

1 1 3 1 1 7 2 2 0

1 1 2 1 1 2 8 2 2 0

1 1 2 1 2 7 3 3 0

1 1 1 1 2 1 2 1 10 3 3 0

1 1 1 1 1 3 8 2 2 0

1 1 1 1 1 2 7 2 2 0

1 1 1 2 1 1 1 8 2 2 0

1 1 1 1 2 1 7 2 2 0

1 1 1 1 1 2 2 9 2 2 0

1 2 1 1 2 7 2 2 0

5 12 5 6 17 11 2 7 15 11 91 29 29 0

松　本

北ｱﾙﾌﾟｽ

長　野

北　信

計

　
実
施
済
回
数

　
残
計
画

県 民 会 議

地

域

会

議

佐　久

上　田

諏　訪

上伊那

南信州

木　曽

　
公
募

　
森
林
所
有
者

　
木
材
利
用
等

　
設
計
士

　
そ
の
他

　
　
計

　
開
催
計
画
数

区　分

　　委　員　構　成 開催状況（回）
次
回
開
催
予
定

　
学
識
経
験

　
市
町
村

　
経
済
団
体
等

　
消
費
者
団
体
等

林
業
関
係
団
体
等

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

Ｎ
Ｐ
Ｏ

事業区分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル 12月末進捗率

（開催回数）

県 民 会 議 100%

地 域 会 議 100%

計 100%

3-①-2　県民会議・地域会議開催費

事 業 内 容 事業主体 予 算 額

　・みんなで支える森林づくり県民会議の開催
県 ４，２１６千円　

　・みんなで支える森林づくり地域会議の開催（１０地方事務所単位）

県民の代表等による第三者機関を設置し、地域ニーズの集約や税活用事業の実施

後の成果の検証等を実施する。

２～３回開催

提言書

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　森林の里親契約実績

（平成30年3月末見込み）

３　事業普及啓発の取組

(1)銀座NAGANOでの講座
　開催日時　平成30年1月31日（11名）
　内容　森林を利用したCSRの推進
（2)「SCV経営・健康経営時代の「企業×森林」フォーラム」での講演
　開催日時　平成30年3月2日（150名）
　内容　森林を利用した長野県の取組事例

計 131 109者 53市町村

未定

損害保険ジャパン日本興亜(株) 松本市

more trees 小諸市

コープながの 飯島町・中川村

126 106者 50市町村 460,314 3,560

300

両者協議

300

２６年度 16 アルプス中央信用金庫ほか１５者 駒ケ根市ほか９地域 62,588 225

２７年度 10 カゴメ(株)ほか９者 富士見町ほか５地域 31,282 222

２８年度 4 大同特殊鋼(株)ほか３者 南木曽町ほか３地域 32,780 247

２９年度 5

小計

２４年度 12 ㈱損害保険ジャパンほか11者 筑北村ほか11地域 54,873 371

２５年度 9 日信工業㈱ほか８者 松川村ほか８地域 49,264 326

２２年度 11 相互印刷工芸㈱ほか９者  池田町ほか１０地域 40,227 392

２３年度 13 KDDI(㈱ほか12者 長野市ほか12地域 56,142 506

２１年度 13 長野滋賀県人会ほか１０者  岡谷市ほか１０地域 51,966 427

１９年度 6  ㈱バンダイほか５者  山ノ内町ほか４地域 16,100 190

２０年度 12 長野朝日放送㈱ほか１１者  佐久市ほか１１地域

１７年度 5  サントリー㈱ほか４者

23,440 336

105

１６年度 9  イオン環境財団ほか７者  上田市ほか７地域 10,000 99

１８年度 5  タカシマヤほか４者  茅野市ほか４地域 13,150

 塩尻市ほか４地域 18,000

94

普 及 啓 発 活 動
　企業等への個別訪問及びPR活動・パンフレットの作成

年 度
年　間
契約数

契 約 者 支 援 金 額 森林整備面積

企 業 等 地 域
（千円／年） （ha／年）

１５年度 1  ダイドードリンコ㈱  朝日村 500 20

3-②　森林(もり)の里親促進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予 算 額

県
１，１０６千円

　銀座ＮＡＧＡＮＯを利用した里親講座等の開催 １３４千円

計 １，２４０千円

社会経済構造の変化に伴い荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社会貢献活

動を誘導し、森林整備の活用と交流を通じた地域活性化を促進する。

社会経済構造の変化に伴い荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社会貢献活

動を誘導し、森林整備の活用と交流を通じた地域活性化を促進する。

2者調整中

H29年度実績見込み



（平成30年3月末見込み）

取組状況写真

契約記念式典と社員、社員家族による里親受入イベント

【損害保険ジャパン日本興亜(株)と松本市寿財産区】（平成29年11月契約）

社員、社員家族による森林整備及び森林学習等

【JXTGエネルギー㈱と原村】（平成29年５月実施）

社員、社員家族による森林整備及びレクリエーション

【長谷工コーポレーション㈱と茅野市七ヶ耕地財産区】（平成29年９月実施）



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

審査委
員会

認証式

３　実施状況

森林CO2吸収量認証制度を企業等に広報 （森林の里親促進事業の説明会等でも実施）

平成29年11月～
平成30年2月

平成30年3月 森林CO₂吸収評価審査委員会による審査を経て、月末に認証式を開催。

審 査 委 員 会

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
３月末
進捗率

企業等から申請のあった案件を、調査機関による現地調査と調査報告書の取
りまとめを実施。

平成29年9月～10月

制度改正の周知等

CO2認証制度を企業等にPRし、認証評価申込の案内通知等の取組を実施。

平成29年4～7月

平成29年9月

企業、里親企業の受け入れ市町村等からの森林認証に係る申込書を受理。

3-③　地球温暖化防止吸収源対策推進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予 算 額

認 証 申 請

100％

森林ＣＯ２吸収量の
評価・認証

森林(もり)の里親企業等の支援により実施した間伐等
の森林整備によるＣＯ２の評価・認証を行う

県 471千円

事 業 区 分

現 地 調 査

認 証 式

森林(もり)の里親促進事業により整備された森林のＣＯ２吸収量を長野県が評価することによ

り、企業等による森林整備を促進する。

申請期間

現場調査実施

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

○ ○

３　現在の実施状況

（１）　申請書受付、審査委員会の開催

（２）　制度周知及び木製品の販売促進

○　８月24日　第１回審査委員会を開催。
○　３月20日　第２回審査委員会を開催。
○　一般住宅３件、公共建築物３件を認定。（CO2固定量の合計:160.3t-CO2）

○　制度周知用パンフレット配布（建築士会、セミナー等各種会議で説明）
○　平成29年度　信州健康エコ住宅助成金との連携

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ３月末

進捗率

審 査 委 員 会 （ ２ 回 ）
100％

工務店、企業等訪問

　○制度のＰＲ及び県産木製品の販売促進活動

計 557

3-④　地球温暖化防止木材利用普及啓発事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予算額（千円）

審 査 及 び 認 証
　○固定量認証制度審査委員会の開催
 　・申請書の審査、制度運営等の検討

県 557

木 製 品 の 販 売 促 進

県産材を使用した住宅や事業所の木質化、木製品等の二酸化炭素固定量を認証する認証証書

を県が発行することで、県産材を利用した「環境貢献度」を見える化し、県産材を利用するこ

とが地球温暖化防止と地域の健全な森林づくりの推進となることをＰＲする。

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　地域振興局別実施状況（木育地域活動支援分）

件数 件数 件数

2 6 3

1 - 5

5 3

6 -

3-⑤　木育推進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 補助率 予 算 額 （ 千 円 ）

 木育県域活動支援
木工教室や県内小中学生を対象と
した木工工作コンクールの支援

県木材青壮年
団体連合会

１／２以内 700

 木育地域活動支援 各地域での木育活動の支援
市町村、

ＮＰＯ法人　等
10／10以内 7,654

計 8,927

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ３月末

進捗率
（見込）

 木育推進員の派遣
各地域での木育活動への指導員の
派遣

県
（地方事務所）

－ 382

 その他 原材料等の購入 県 － 191

 木育県域活動支援

100%
 木育地域活動支援

 木育推進員の派遣

 その他

地事名
計画承認

地事名
計画承認

地事名

上　田 100 木　曽 - 北　信 1,850

計画承認

補助金額（千円） 補助金額（千円） 補助金額（千円）

佐　久 549 南信州 663 長　野 1,240

7,532
上伊那 1,289 北ｱﾙﾌﾟｽ -

諏　訪 911 松　本 930
計 31

里山等の身近な森林や森林資源を活用し、子どもから大人まで参加できる学習機会としての木

育活動を推進し、森林づくりや県産材利用の意識の高揚等を図る。

H29年度実績見込み



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画
書提
出・
承認

計画
書提
出・
承認

計画
書提
出・
承認

計画
書提
出・
承認

完了

３　地域振興局別実施状況

件数 補助金額件数
振興局

計画承認・内示

補助金額
振興局

地域のグラント゛デザインの
提 案

地域協議会の組織化、グラン
ト゛デザインの提案・作成に関
する活動

林業研究グ
ループ、林
業士、及び
特定非営利
活動法人等

　　 10／10以内
（1箇所50万円を
上限）

4,500千円
(12箇所）

里山整備及び資源の活用

里山の健全化に向けた森林整
備等にかかる指導及び山菜等
の栽培や薪などの生産に関す
る指導

地 域 リ ー ダ ー の 育 成
地域の課題に対する講習会、
先進地への視察等に関する活
動

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル 3月末

進捗率

事業の実施 100％

3-⑥　里山活用推進リーダー育成事業

事 業 の 種 類 活 動 の 内 容 事業主体 交付率 予 算 額

佐久

上田

諏訪

上伊那

1

1

215,000

南信州 1

木曽 1 157,000

計

500,000

振興局
計画承認・内示

件数 補助金額

長野 3 1,244,000

12 4,401,000

500,000

1,303,000

北信

計画承認・内示

225,000 1 257,000北アルプス

1

松本 3

地域の里山には、多様な資源が多いが、知識や技術、資金の面での不足からその活用が十分に図ら

れていな

林業技術を有する林業研究グループ、林業士、及び特定非営利活動法人等が、地域に働きかけ、技

術指導や安全教育を実施する中で地域リーダーを育成し、里山資源の利活用の推進と継続的に活動で

きる地域づくりを推進する。

事業実施

H29年度実績見込み
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